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　物語映画において，文化の差異がいかに現れてくるの
かが，私の研究テーマである。各々の文化に内在する価
値観や，技法に対する態度などが，映画のリメイク研究
を通して明らかになると思われる。リメイクについては，
独創性がないという，特に西洋思想から，研究は少ない。
それだけではなく，多くの場合，模倣は日本文化の特徴
であると見なされ，潜在的に軽視されている。したがっ
て，日本映画を中心にした「映画のリメイク」を調査す
る前に，より根本的な研究が必要であると思い，西洋文
化における独創性，日本文化における模倣，真似につい
て，「印刷術」によって発生した著作権の問題を中心に
研究を行なった。
　印刷術によって書籍の量産が始まった15世紀（西洋）
ないしは江戸時代初期から，刹窃の問題が起こり，それ
を防ぐ手段が講じられ始めた。西洋でも日本でも，印刷
業者がリスクを負うために，劉窃を防ぐ様々な手段が求
められた。しかし，書籍のコピー（【重板】）から，部分
的な反復（【類板｝）まで，剰窃には様々な段階があり，
重板に対しての判断は明らかである’一’i方，類板の判断は
難しい問題である。そこで，18世紀のヨーロッパでは，
作品がいかに生まれてくるかについて論争が続いてい
た。その間，印刷業者の原稿を提供する作家の存在は強
くなり，その権利を守るために，1800年前後，著作権が
導入された。一方日本では，こうした論争は起きなかっ
たが，印刷業者を守るために，類板は西洋よりも厳しく
制限された。それに，ヨーロッパと同時に，日本でも作
家の立場は強くなり，原稿料をもらうことになった。
　剰窃に対して西洋と日本の立場は類似しているが，い
ずれも作家を守ることよりも出版社の利益を優先するこ
とが出発点であった。
　さらに作家と作品の関係は複雑な関係である。なぜな
ら，《真似》が文化・教育の基礎，その発展の不可欠な
条件であることは事実であるからである。どこまでが文
化の伝達であるか，どこからが剰窃であるかの判断は難
しい。ドイツの哲学者ヘーゲルは，その判断を人問の良
心に任せるしかないと結論した。
　結局，日本文化が真似の文化であるという先入観には，
基礎がないと思われる。
　以上のテーマについて，オックスフォード・ブルック
ス大学で研究発表を行い，現在，論文をまとめる最中で
ある。
　不可欠と思われた準備作業を終えて，映画の研究へ焦
点を当てた。日本映画におけるリメイク，外国映画にお
けるリメイク，その相互リメイクが研究対象となる。ま
ず，黒澤明の『七人の侍』をアメリカのリメイクと比較
して，最初の結果は論文でまとめた。これからこうした
研究を進めたい。
